
「コンクリートがらの効率的リサイクル技術」
大
成
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
土
木
技
術
研
究
所
・
堀
口
賢
一
氏

優
良
賞

天然骨材の使用量を抑制

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
ら
の
効
率

的
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
は
、
東
日

本
大
震
災
で
発
生
し
た
大
量
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
ら
を
、
建
設

資
材
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
開
発
し
た
。
従
来
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
ら
は
破
砕
し

て
そ
の
ま
ま
路
盤
材
の
砕
石
と

し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、
コ
ス

ト
の
観
点
か
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト

に
は
ほ
と
ん
ど
再
生
利
用
さ
れ

て
い
な
い
。
一
方
、
復
興
の
た

め
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
需
要
に

供
給
が
追
い
つ
か
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。

　
復
興
に
必
要
と
さ
れ
る
コ
ン

ク
リ
ー
ト
は
日
本
工
業
規
格
で

定
め
る
品
質
で
な
く
て
も
よ
い

場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
構
造
物

の
基
礎
の
下
を
水
平
に
す
る
た

め
の
均
し
用
や
防
潮
堤
の
中
詰

材
な
ど
は
、
圧
縮
強
度
が
日
本

工
業
規
格
に
定
め
ら
れ
て
い
る

範
囲
よ
り
も
低
く
て
よ
い
。
こ

れ
ら
を
受
け
、
大
成
建
設
は
コ

ン
ク
リ
ー
ト
が
ら
を
粗
く
破
砕

し
、
そ
の
ま
ま
セ
メ
ン
ト
と
水

を
混
合
す
る
だ
け
で
造
る
セ
メ

ン
ト
固
化
体
の
製
造
、
施
工
、

品
質
管
理
方
法
を
実
現
し
た
。

　
本
技
術
に
よ
る
セ
メ
ン
ト
固

化
体
は
、
宮
城
県
気
仙
沼
市
の

大
型
焼
却
炉
の
解
体
撤
去
工
事

の
際
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
な
ど

の
有
害
物
質
の
飛
散
防
止
用
の

大
型
仮
設
テ
ン
ト
の
基
礎
と
し

て
適
用
さ
れ
た
。
結
果
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
が
ら
を
コ
ン
ク
リ
ー

ト
用
の
砂
利
に
再
生
処
理
し
て

使
用
す
る
場
合
に
比
べ
て
再
生

と
施
工
に
要
す
る
時
間
を
３
分

の
１
―
２
分
の
１
に
短
縮
、
費

用
を
２
分
の
１
―
３
分
の
２
に

削
減
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
こ
の
案
件
は
施
工
量

立
方

だ
っ
た
が
、
天
然
の

砂
利
の
使
用
量
を
約
１
１
０

抑
制
で
き
た
。

　
震
災
復
興
事
業
に
適
用
さ
れ

た
こ
と
を
通
じ
、
既
存
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
解
体
・
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
で
発
生
す
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
ら
の
再
利
用

技
術
と
し
て
も
有
用
で
あ
る
こ

と
も
確
認
し
た
。
ま
た
「
コ
ン

ク
リ
ー
ト
が
ら
の
集
積
↓
簡
易

的
な
破
砕
↓
セ
メ
ン
ト
・
水
と

の
混
合
↓
セ
メ
ン
ト
固
化
体
の

施
工
↓
構
造
物
へ
の
供
用
↓
供

用
後
の
解
体
」
の
循
環
に
よ

り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
ら
に
含

ま
れ
る
砂
や
砂
利
と
い
っ
た
骨

材
を
効
率
的
に
リ
サ
イ
ク
ル
し

て
天
然
骨
材
の
使
用
量
を
抑
制

し
、
環
境
保
全
を
図
れ
る
。

　
高
度
経
済
成
長
期
に
建
設
さ

れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の

解
体
・
更
新
に
よ
り
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
が
ら
の
発
生
量
が
増
大

す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。
ま

た
良
質
な
天
然
骨
材
の
枯
渇
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
本
技
術
に
よ
る
セ
メ
ン
ト

固
化
体
を
適
用
で
き
る
事
例
が

こ
れ
か
ら
数
多
く
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

貝
殻
利
用
研
究
会

優
良
賞

生物生産性・多様性で効果

貝殻構造物の設置

「貝殻を活用した魚の棲める環境回復技術」
　
わ
が
国
の
沿
岸
海
域
環
境

は
、
高
度
経
済
成
長
以
降
、
埋

立
や
廃
水
に
よ
る
水
質
や
底
質

の
汚
濁
、
生
物
生
産
の
低
下
と

い
っ
た
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

総
量
規
制
な
ど
に
よ
り
、
多
く

の
海
域
で
は
水
質
が
改
善
し
つ

つ
あ
る
も
の
の
、
生
物
生
息
空

間
の
不
足
や
底
質
汚
濁
の
継
続

な
ど
で
生
物
生
産
は
低
下
傾
向

が
続
い
て
い
る
。

　
こ
の
問
題
解
決
に
向
け
、
貝

殻
利
用
研
究
会
は
カ
キ
殻
の
堆

積
し
た
場
所
に
魚
介
類
が
多
く

生
息
す
る
こ
と
に
着
目
。
貝
類

養
殖
業
の
漁
業
者
ら
と
協
力
体

制
を
構
築
し
て
貝
殻
構
造
物
を

開
発
し
、
普
及
す
る
こ
と
に
成

功
し
た
。

　
貝
殻
構
造
物
は
透
水
性
の
パ

イ
プ
に
貝
殻
を
詰
め
た
貝
殻
基

質
を
鋼
材
な
ど
で
組
み
上
げ
た

も
の
で
、
漁
業
者
が
貝
殻
基
質

の
製
作
を
担
当
し
た
。
全
国
で

導
入
を
提
案
し
、
１
９
９
４
年

度
か
ら

年
度
ま
で
に
累
計
１

万
基
以
上
が
設
置
さ
れ
た
。
計

７
０
０
０

の
貝
殻
が
再
利
用

さ
れ
て
お
り
、
水
産
系
廃
棄
物

の
削
減
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

　
設
置
後
、
効
果
調
査
を
計
１

０
０
０
回
以
上
実
施
し
、
小
型

動
物
６
６
０
種
以
上
、
魚
類
３

０
０
種
以
上
の
生
息
を
確
認
し

て
い
る
。
特
に
魚
介
類
の
餌
と

な
る
小
型
の
エ
ビ
・
カ
ニ
類
な

ど
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
材
に
比

べ
て
重
量
が
２
―
８
２
７
倍
に

な
っ
た
。
漁
場
の
造
成
の
ほ

か
、
港
湾
や
漁
港
な
ど
の
環
境

改
善
技
術
と
し
て
の
実
証
試
験

も
実
施
し
、
生
物
生
産
性
や
多

様
性
、
水
質
・
底
質
の
改
善
な

ど
の
効
果
も
確
認
し
て
い
る
。

　
港
湾
や
漁
港
は
静
穏
度
が
高

く
、
多
く
の
生
物
の
幼
稚
仔
の

保
育
場
と
し
て
優
れ
て
い
る
。

貝
殻
構
造
物
を
設
置
し
、
多
種

多
様
な
小
型
動
物
、
魚
介
類
の

生
息
空
間
を
創
出
す
る
こ
と

は
、
沿
岸
域
に
お
け
る
生
物
生

産
性
の
向
上
、
生
物
多
様
性
の

増
幅
に
つ
な
が
る
。
着
生
動
物

に
よ
る
水
質
や
底
質
の
改
善
、

物
質
循
環
の
促
進
な
ど
も
期
待

で
き
る
。
沿
岸
海
域
環
境
の
修

復
は
継
続
す
る
べ
き
重
要
課
題

で
あ
り
、
貝
殻
構
造
物
の
重
要

性
も
一
段
と
高
ま
る
と
考
え
ら

れ
る
。

　
貝
殻
利
用
研
究
会
は
、
こ
れ

か
ら
も
漁
業
者
ら
と
と
も
に
汗

を
か
き
、
沿
岸
海
域
環
境
の
修

復
を
目
的
と
し
た
生
物
生
息
空

間
の
創
出
技
術
、
水
質
・
底
質

改
善
技
術
に
関
す
る
開
発
、
普

及
な
ど
の
活
動
を
展
開
す
る
。

貝
殻
活
用
技
術
を
豊
か
な
海
づ

く
り
の
要
素
技
術
の
一
つ
と
し

て
提
案
す
る
と
と
も
に
、
研
修

会
や
環
境
学
習
な
ど
の
活
動
を

通
じ
て
里
海
づ
く
り
に
取
り

組
む
。

利
害
関
係
者
が
協
力
す
る
例
も

審
査
概
評

合
志
陽
一
審
査
委
員
長

第 回「環境賞」審査委員（敬称略、１月時点）
【審査委員長】
合志　陽一　 （国際環境研究協会会長 東京大学名誉教授）
【審査委員】
大塚　柳太郎　（自然環境研究センター理事長 東京大学名誉教授）
小林　正明　 （環境省総合環境政策局長）
住　明正　 （国立環境研究所理事長）
根本　英幸　 （日刊工業新聞社日刊工業産業研究所長）
松野　健一　 （日本工業大学教授 工業技術博物館長）
丸山　瑛一　 （理化学研究所名誉研究員〈元日立製作所理事〉）
本川　達雄　 （東京工業大学名誉教授）
安河内　朗　 （九州大学大学院教授）
【審査専門委員】
石飛　博之　 （国立環境研究所企画部長）
吉川　和身　 （環境省総合環境政策局環境研究技術室長）

　
「
環
境
賞
」
は
今
回
で
第

回
を

迎
え
ま
す
。
こ
の
賞
が
地
球
環
境
問

題
へ
の
関
心
の
喚
起
に
貢
献
し
て
き

た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
今

回
は
応
募
総
数

件
で
、
環
境
保

全
、
地
球
環
境
、
廃
棄
・
リ
サ
イ
ク

ル
に
関
す
る
も
の
が
多
く
見
ら
れ
ま

し
た
。
専
門
委
員
が
一
次
評
価
し
、

審
査
委
員
が
ヒ
ア
リ
ン
グ
と
慎
重
な

審
議
を
つ
く
し
、
優
秀
賞
２
件
、
優

良
賞
２
件
、
奨
励
賞
１
件
を
選
び
、

環
境
大
臣
賞
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
環
境
大
臣
賞
・
優
秀
賞
を
受
賞
し

た
三
菱
電
機
の
「
迅
速
測
定
が
可
能

な
放
射
能
分
析
技
術
」
は
、
環
境
中

の
放
射
性
物
質
濃
度
を
迅
速
か
つ
正

確
に
測
定
す
る
技
術
で
す
。
通
常
は

ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
半
導
体
検
出
器
か
ヨ

ウ
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
シ
ン
チ
レ
ー
タ
ー

が
用
い
ら
れ
ま
す
が
、
前
者
は
正
確

だ
が
装
置
が
高
価
、
後
者
は
簡
便
だ

が
正
確
さ
に
欠
け
ま
す
。
本
開
発
は

シ
ン
チ
レ
ー
タ
ー
の
測
定
デ
ー
タ
に

ア
ン
フ
ォ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
と
呼
ば
れ

る
信
号
復
元
処
理
を
適
用
し
て
分
析

精
度
の
改
善
に
成
功
し
、
測
定
時
間

が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
て
装
置
も
安
価

に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
優
秀
賞
の
伊
藤
園
と
東
洋
製

罐
の
「
低
環
境
負
荷
の
緑
茶
飲
料
充

填
シ
ス
テ
ム
」
は
、
緑
茶
の
風
味
を

損
ね
る
こ
と
な
く
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
に

無
菌
充
填
す
る
プ
ロ
セ
ス
の
省
資
源

化
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
に
関
す
る
も

の
で
す
。
ボ
ト
ル
を
高
温
殺
菌
し
た

り
、
殺
菌
剤
を
使
用
し
た
り
し
た
際

の
環
境
負
荷
が
問
題
で
し
た
。
こ
の

た
め
充
填
工
場
で
ボ
ト
ル
成
形
し
、

殺
菌
剤
不
使
用
・
高
温
水
洗
浄
不
要

の
シ
ス
テ
ム
を
実
用
化
し
ま
し
た
。

ボ
ト
ル
の
軽
量
化
、
無
菌
化
と
と
も

に
、
運
搬
費
の
大
幅
削
減
に
も
成
功

し
ま
し
た
。

　
優
良
賞
の
大
成
建
設
の
「
コ
ン
ク

リ
ー
ト
が
ら
の
効
率
的
リ
サ
イ
ク
ル

技
術
」
は
、
災
害
や
ビ
ル
解
体
な
ど

で
大
量
発
生
す
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が

ら
を
再
生
骨
材
と
し
て
活
用
す
る
技

術
で
す
。
従
来
は
破
砕
し
て
路
盤
材

に
用
い
る
な
ど
に
留
ま
っ
て
い
ま
し

た
。
本
技
術
は
粗
破
砕
し
て
分
級
せ

ず
に
セ
メ
ン
ト
・
水
と
混
合
し
て
セ

メ
ン
ト
固
化
体
と
し
て
活
用
す
る
方

法
で
、
現
地
で
破
砕
・
混
合
す
る
た

め
、
工
期
・
費
用
が
大
幅
に
低
減
さ

れ
ま
し
た
。

　
貝
殻
利
用
研
究
会
の
「
貝
殻
を
活

用
し
た
魚
の
棲
め
る
環
境
回
復
技

術
は
、廃
棄
物
で
あ
る
貝
殻
を
人
工

漁
礁
な
ど
と
し
て
活
用
す
る
提
案
で

す
。
貝
殻
表
面
で
増
殖
し
た
植
物
や

小
型
動
物
を
魚
類
が
摂
餌
移
動
し
、

有
機
物
で
汚
染
さ
れ
た
里
海
の
水
環

境
を
改
善
し
ま
す
。

都
道
府
県
で

試
験
実
施
し
て
お
り
、
７
０
０
０

の
貝
殻
が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
漁

業
協
同
組
合
が
協
力
し
て
貝
殻
を
自

然
に
か
え
す
こ
と
に
よ
っ
て
環
境
破

壊
を
防
止
し
、
水
産
物
資
源
を
保
護

す
る
注
目
す
べ
き
取
り
組
み
で
す
。

　
奨
励
賞
は
北
海
道
当
別
高
等
学

校
、
虹
別
コ
ロ
カ
ム
イ
の
会
、
マ
イ

ペ
ー
ス
酪
農
交
流
会
の
「
北
海
道
根

釧
地
方
に
お
け
る
低
投
入
型
草
地
管

理
に
よ
る
河
川
流
域
の
環
境
保
全
」

で
す
。
酪
農
経
営
は
規
模
拡
大
や
化

学
肥
料
・
濃
厚
飼
料
の
大
量
投
入
で

生
産
性
向
上
を
狙
っ
て
き
た
た
め
、

河
川
流
域
の
森
林
破
壊
、
サ
ケ
マ
ス

漁
獲
量
の
減
少
に
つ
な
が
り
、
結
果

的
に
酪
農
生
産
コ
ス
ト
の
増
大
を
招

い
て
い
ま
し
た
。
酪
農
家
と
自
然
保

護
団
体
、
地
元
高
校
の
十
数
年
間
の

共
同
調
査
研
究
を
基
に
低
投
入
持
続

型
草
地
管
理
技
術
を
推
進
し
、
環
境

保
全
と
コ
ス
ト
低
減
を
両
立
さ
せ
る

試
み
を
評
価
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
提
案
に
は
利
害
関
係
者
が

協
力
し
て
環
境
問
題
の
対
策
に
当
た

っ
て
い
る
例
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
ま

し
た
。
長
期
の
対
策
が
必
要
な
分
野

に
お
い
て
は
日
ご
ろ
の
情
報
発
信
と

関
係
者
の
協
力
的
な
取
り
組
み
が
極

め
て
重
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
惜

し
く
も
入
賞
に
至
ら
な
か
っ
た
提
案

に
は
継
続
的
に
取
り
組
め
ば
効
果
が

期
待
で
き
そ
う
な
も
の
が
散
見
さ

れ
、
審
査
員
一
同
、
意
を
強
く
し
た

こ
と
を
報
告
し
て
審
査
概
評
と
い
た

し
ま
す
。

北海道当別高等学校園芸デザイン科・佐々 木章晴氏／虹別コロカムイの会・舘定則氏／マイペース酪農交流会・森高哲夫氏

地域経済のビジョン創造へ

奨励賞
「北海道根釧地方における低投入型草地管理による河川流域の環境保全」

　北海道根釧（こんせん）地方は冷涼な気候で、落葉広
葉樹林に覆われていたが、明治末期に開拓が始まり、戦
後に日本最大の草地酪農地帯になった。 年代以降に
酪農家一戸当たりの規模が急拡大。多肥・輸入穀物飼料
の多給により、年々、生産乳量が拡大した。一方、草地
土壌への窒素投入量が増えて交換性アルミニウムが増加
し、イネ科牧草の衰退を招いた。結果、草地の更新が頻
繁化し、飼料基盤が脆弱化した。
　多肥・輸入穀物飼料の多給、草地更新の頻繁化による
生産コスト増は、酪農経営を脆弱化させた。また河川水
中の硝酸態窒素濃度やイオン態アルミニウムの上昇によ
り、サケ・マス増殖業への悪影響も懸念されている。現
在の高コスト酪農経営は経済のグローバル化に対応でき
ないのみならず、河川水質の悪化による水産業の不振も
招き、根釧地域経済の持続性を危うくしている。
　持続性へのカギは「酪農経営の低コスト化」「河川環
境の改善」である。根釧地域では虹別コロカムイの会が

中心になって河畔林の回復活動を展開している。ただ河
畔林のみによる水質改善には限界があり、草地管理の低
投入化が必要と考えられる。この一例として マイペー
ス酪農 がある。カギは化学肥料と輸入穀物飼料の削
減。低投入への転換は生産乳量・粗収益を３―４割減少
させるが、生産コストがこれ以上に減少するため農業所
得は上昇する。
　これらの物質的な背景として 化学肥料・輸入穀物飼
料の削減は窒素投入量を減少させるが、草地への窒素施
肥をより効果が高い時期に行うことにより、窒素利用効
率を高められる 肥料要素をストックする場として堆積
腐植型が存在している 窒素投入量の減少が交換性アル
ミニウムを減少させてイネ科牧草の衰退を防止し、草地
利用年限を延長させる―ことがあげられる。
　低投入型の酪農経営と河畔林回復に同時に取り組むこ
とにより、経営の安定化と環境保全・水産基盤の安定化
を図れる。地域経済の安定化にも寄与する。今後、河川
・草地のモニタリングを継続するとともに、虹別コロカ
ムイの会とマイペース酪農交流会の活動が発展していく
中で、地域経済全体のビジョンが創造されることが期待
される。

　　 ２０１５年 平成２７年 ５月２７日 水曜日 　　 （ ）


